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新規実施項目のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、新たな検査項目の受託開始について、下記の通りご案内いたします。 

健康と医療の未来に貢献すべく、より良い検査サービスのご提供に努めてまいります。 

謹白 

 

 

記 
 

 

■ 受託開始日   2026 年 8 月 17 日（月）ご依頼分より 

 

 

■ 新規項目内容一覧 

 

項目コード 
（旧項目コード） 

検査項目 
JLAC10 

検体量 

（mL） 
容器 

保存 

(安定性) 

所要 

日数 

実施料 

判断料 

検査 

方法 

基準値 

（単位） 
備考 

00W01 7 
（0W01 6） 

便中カルプロテク

チン 
 

5C235-0000-015-064  

糞便 
F80 
（d8） 

冷蔵 
（7日） 

2～4 
268 

※1 

金コロイド

凝集法 
裏面参照 

（μg/g） 

 
凍結保存は避け

てください。 

専用採便容器に

採取してご提出

ください。 

※1：尿・糞便等検査判断料  

 

 

今回の新規項目受託開始に伴い、下記項目の受託を中止させていただきます。 

項目コード 
（旧項目コード） 

項目名 最終受託日 

06529 8 
（6529 6） 

便中カルプロテクチン〔FEIA〕 
2026年 12月 3日（木）ご依頼分まで 

SRL NEWS No.2026-050をご参照ください。 

  



 

 

● 便中カルプロテクチン〔金コロイド凝集法〕 
炎症性腸疾患における診断補助および病態把握の補助に有用な検査です。 

 
カルプロテクチンは、好中球の細胞質に豊富に含まれるカルシウム結合蛋白であり、炎症に伴

い腸管に浸潤した好中球から放出され、便中に排出されることから、腸管炎症の程度を反映する

バイオマーカーとして知られています。 

便中カルプロテクチン濃度は、組織学的評価および内視鏡的評価と相関することが報告されて

おり、簡便かつ患者負担の少ない検査として、炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎およびクローン病）

における診断補助および病態把握の補助に有用です。 

 

▼検査要項 

検査項目名 便中カルプロテクチン 

項目コード 
（旧項目コード） 

00W01 7 
（0W01 6） 

検体量 糞便 

容 器 F80（d8） 

保 存 方 法 冷蔵保存してください 

所 要 日 数 2～4 日 

検 査 方 法 金コロイド凝集法 

基準値（単位） 下記参照（μg/g） 

報告範囲（単位） 40未満、40～239900、240000以上（μg/g） 

桁数 有効4桁、整数6桁、小数0桁 

検査実施料 
268点 

（「D003」糞便検査「9」） 

判断料 34点（尿・糞便等検査判断料） 

備 考 
 

凍結保存は避けてください。 

専用採便容器に採取してご提出ください。 

 
[00W01 7]便中カルプロテクチン〔金コロイド凝集法〕 基準値・カットオフ値 

（単位：μg/g） 

基準値 80以下 

潰瘍性大腸炎の 

病態把握のカットオフ値 

内視鏡的寛解をMayo内視鏡所見サブスコア

（MES）0とした場合 
142未満 

内視鏡的寛解をMayo内視鏡所見サブスコア

（MES）0,1とした場合 
307未満 

クローン病の病態把握のカットオフ値 100未満 

 

[00W01 7]便中カルプロテクチン〔金コロイド凝集法〕について 

1. 水様便は、採便容器（F80）のスティックを抜いた後、スティック先端の保存液をよくふき取ってから採便し

てください。便を採る量が少なくなる可能性があるため、実際の値より低値となる場合があります。 

2. 便中ヘモグロビン定性〔金コロイド法〕、便中ヘモグロビン定量〔金コロイド法〕、便中ヘモグロビン及びト

ランスフェリンとは、同一検体での同時依頼が可能です。 
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